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■緒　言

かつて「うつ病」と言われていた精神性の病は、現在では「新型うつ病」と呼び名を変えて、広く蔓延する

病になった。しかし名称が変ったことが示しているように、かつてのうつ病と新型うつ病とは大きく違ったもので

あり、新型のものは、仕事の環境や人間関係によって起こり、従来型のものは家庭・家族や、遺伝的な

要素が大きかった。

また、予後についていえば、従来型は回復に時間がかかったが、新型は早い。

新型の「うつ」に限っていえば、十分な休養をとり、その間服薬すれば、以前とまったく同様にというわけ

には行かないが、仕事にもどることができる。

こう考えると、新型の「うつ」とは、一種の逃避であると考えることもできるが、翻っていうならば、逃避せざ

るを得ないほど、現代の成人は仕事に追いつめられているということもできる。

考えてみれば、私たちを取りまく環境は複雑、かつ多忙である。帰宅時間は遅く、仕事においても要求

される能力は非常に高まっている。患者さんから聞く仕事上のプレッシャーとは、自分のスキルと仕事との落

差、職場の人間関係、望んでいる仕事・部署に就けない、自分に合っていない仕事をさせられている、な

どということである。

また管理職に就いている人から聞くところによると、一般企業で、「うつ」ならびにそれに類する症状で、仕

事の戦力になることのできない社員は、全社員の5パーセントという大きな数に上るという。

ここで、rうつ」、うつ病を判定する基準DSM－5（精神疾患の診断・統計のマニュアルアメリカ精神医学

会，2013）について見てみよう。

Ⅰ．気分障害圏の分類

うつ病・‥重症が大うつ病性障害で、それ以外もある

双極性障害・・・重症が1型、軽症が2型。操病だけで生涯を終わる人はいない。

気分変調症・・・大うつ病性障害を含有するようになり、持続性抑うつ障害に移行する。

気分循環性障害‥・DSMでは躁病の一つとする。

その他・‥適応障害など



1．うつ病（大うつ病性障害）の診断基準（DSM－5）

（精神疾患の診断・統計のマニュアルアメリカ精神医学会，2013）

以下のA～Cをすべて満たす必要がある。

A：以下の症状のうち5つ（またはそれ以上）が同一の2週間に存在し、病前の機能からの変化

を起している；これらの症状のうち少なくとも1つは、1抑うつ気分または2興味または喜びの喪

失である。注：明らかに身体疾患による症状は含まない。

1．その人自身の明言（例えば、悲しみまたは、空虚感を感じる）か、他者の観察（例えば、涙

を流しているように見える）によって示される、ほとんど1日中、ほとんど毎日の抑うつ気分。注：小

児や青年ではいらいらした気分もありうる。

2．ほとんど1日中、ほとんど毎日の、すべて、またはほとんどすべての活動における興味、喜びの

著しい減退（その人の言明、または観察によって示される）。

3．食事療法中ではない著しい体重減少、あるいは体重増加（例えば、1ケ月に5％以上の体重

変化）、またはほとんど毎日の、食欲の減退または増加。（注：小児の場合、期待される体重増加

が見られないことも考慮せよ）

4．ほとんど毎日の不眠または睡眠過多。

5．ほとんど毎日の精神運動性の焦燥または制止（ただ単に落ち着きがないとか、のろくなったと

いう主観的感覚ではなく、他者によって観察可能なもの）。

6．ほとんど毎日の易疲労性、または気力の減退。

7．無価値観、または過剰あるいは不適切な罪責感（妄想的であることもある）がほとんど毎日存

在（単に自分をとがめる気持ちや、病気になったことに対する罪の意識ではない）。

8．思考力や集中力の減退、または決断困難がほとんど毎日存在（その人自身の言明、あるいは

他者による観察による）。

9．死についての反復思考（死の恐怖だけではない）、特別な計画はない反復的な自殺念慮、自

殺企図、または自殺するためのはっきりとした計画。

B：症状は臨床的に著しい苦痛または社会的・職業的・他の重要な領域における機能の障害を引

き起こしている。

C：エピソードが物質や他の医学的状態による精神的な影響が原因とされない。



2．持続性抑うつ障害（気分変調症）の診断基準DSM－5

以下のA～Hをすべて満たす必要がある。

A．抑うつ気分がほとんど1日中存在し、それのない日よりもある日の方が多く、その人自身の言

明または他者の観察によって示され、少なくとも2年間続いている。注釈：小児や青年では、気分

はいらいら感であることもあり、また期間は少なくとも1年間はなければならない。

B．抑うつの間、以下のうち2つ以上が存在する：

1．食欲減退または過食

2．不眠または過眠

3．気力の低下または疲労

4．自尊心の低下

5．集中力低下または決断困難

6．絶望感

C．この障害の2年間の期間中（小児や青年については1年間）、一度に2ケ月を超える期間、基

準AとBの症状がなかったことがない。

D．大うつ病障害の基準の症状が2年間持続的に存在してもよい。

E．操病／軽繰病エピソードが存在したことがなく、気分循環性障害の診断基準に合致したことが

ない。

F．障害が、持続性統合失調感情障害、統合失調症、妄想性障害、または他の特定のまたは特

定されない統統合失調症スペクトラムと他の精神病性障害でよりよく説明できない。

G．症状が物質（例、乱用薬物、投薬、あるいは他の治療）の生理的作用によるものではない。

H．症状は臨床的に著しい苦痛または社会的・職業的・他の重要な領域における機能の障害を

引き起こしている。



適応障害の診断基準　DSM－5　A～Eをすべて満たす

A．はっきりと確認できるストレス因子に反応して、そのストレス因子の始まりから3ケ月以内に情緒

面または行動面の症状が出現

B．これらの症状や行動は臨床的に意味のあるもので、それは以下のうち1つまたは両方の証拠が

ある。

（1）そのストレス因子に暴露されたときに予想されるものをはるかに超えた苦痛（2）社会的または

職業的（学業上の）機能の著しい障害

C．ストレス関連性障害は他の精神疾患の基準を満たしていないこと。すでに精神疾患を患ってい

る場合には、それが悪化した状態ではない。

D．症状は、死別反応を示すものではない

E．そのストレス因子（またはその結果）がひとたび終結すると、症状がその後さらに6ケ月以上持続

することはない。

急性‥・その障害の持続が6か月未満

持続性（慢性）・‥その障害が6か月以上持続する

Ⅱ．臨床例に見る鍼灸治療の実際

先に新型「うつ」は休養と服薬で回復できると言ったが、成人就業者の場合、おおむね6か月

の間、仕事から離れることができれば、回復は得られるというのが、一般的である。

しかし、まとまった休職期間を得られる場合は少なく、また主婦なども、「仕事から離れる」とい

うことが困難なのが現状である。

＜臨床例1＞・‥まとまった休職期間が得られた場合

【患　者】44才　男性　会社員

≪　口頭発表　≫

＜騰床例2＞‥・まとまった休職期間が得られない場合

【患者】40才　男性会社員

≪　口頭発表　≫



＜臨床例3＞・‥従来型うつ病

治療については新型と基本的に同じであるが、症状の出方は様々なので、その症状に対する

治療を行なうことで、回復につなげることができる。これは医師の治療では行われないことであ

る。

【患者】73才　女性　主婦

≪　口頭発表　≫

Ⅲ．治　療

治療の実際については臨床例のなかで繰々述べたが、基本は患者の精神を安寧に保つことで

ある。うつ病の患者は、精神的に追い詰められている状態にあるため、気は頸肩・頭部まで上昇す

るか、心胸部に集積し、末端部が虚す・冷えることになる。

これに対処するための治療は、以下のようなものになる。

1．末端に気を誘導する・‥奇経治療（照海一列靡）

2．気を下に引き下げる・‥三里、解累

3．体を緩め神経を緩め・鎮める・‥帯脈、三陰交、中脱
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分′肇は拉銅価の聖′り長南配＞」

「碑等レ軸心拍点′轍9月＞中点時雇e曇′聾（爪一尺）趣嘲忌小樽艮虻時0り長南栗争

時巳′醇e載盤′盛野趣饉時0召′執りレ当是0再々㌣悪′嘩e双曲′盛罫南蛮時」

・忘牽艮懐こ能食超貞レ′凍る′東時蕃半歩逗題時

忘悪′蛍更訂′朝吏螢艮eV時（縫桝）0挙悪「轟′病中知将舟挙刃憩ト」（縫琳）刃逓訂′

忘牽刃螢観融凶悪JP二時0

「足ニレ′軸量恒J刃刺1氾ニ′現＞鮮ニ′商談融鹿凍′欄や艮監れレ牽朝知頑更′日長東

署申足軽時〇日点心史小足′朴e塵罫′載盤′載遡舟慮時」
・龍匪題額貞童心′馨e盛宴肇艮題時

「出ニレ皿空欄か艮暗涙′隋想豚ふ艮匪永′現＞皆聖悪時雇e悪′乳酪封昭司礪沌bO

史も時吏′碑e載盛′載饉′盛罫′嘩e載盤′越野′慣e檻？（只ヽ・窮策簑ニ）東庄ゆ」
・令腫JP（塀簑延捉」レ）′鼠喪′鼠替簑掛J時

「建ニレ喩畢J′現＞礫貴南画′現＞附永勾♂式七億車眈吠局e（l廿l廿鮮二本時♂

e）悪′《二足柵埼心」トロ障時艮′り岩舟泣時0り長南要す時艮′増e常盤′載塵′塵監

顧慮ふ′寒艮′碑e載盛′載盛′盛野趣踏時」

・袖旨阜知将刃′漕畢′前歴簑逓訂′l匪l匪鮮ニ小崎現ln艮題時

●悪魔

「磯喋舟史卜悪′纏足窃氾晦訂′中e軸（軸足醇eeこ吏鮎　⊥か′聞h釦や′巧車レ）時

刃り吋東灘（逓れ超長足）」′日長東亜訂塔南桑ト0喪時り刃削ぐ巨（日食小鳩べ艮喋く

e顧礁簑㌣勅レ）′廻恥咄嗟e［屈寵］嬉点聖陳ト0中e眉趣意凋e駐艮堪＞0中e蹄も

時皆′賛9番＞更訂0裔量的忌鸞′幕政裏目＋婁≪ト0騒重患′lトヽ垂題訂」



■望捉・巴だ嘩煤塵瑚　担三縄肇e剥塑㌣兎の柊聴迷e息巻

巾照簑鞭VJゝノ山＞題ぐ吏吏愛′朝蛍逆目十回堰e鞭勅㌣披番JP柊取越刃哺礁樽

柿∩艮題ぐ吏簑′虻室簑鞭」＞凝量ぐ吏0

《柊聴魅璧餌鯉愛奪0髄三悪輝く虻的｝蔓性J′叶蜘椚綽組付瓢掛裾卦欄強弓鹿

瀬紳く鰯椅′輔e濫簿蝶艮く貞聖浩足場超牛問JIJ憩室も》昭潜一灯掛

《賽と′霹匿鼎は笹揉虹食い矧粗くトDJ糎悪′皆艮要点レ霹侭轟く騨勅点′載駐逗帝

り巨発足題J‥・》

《啓ロユ′柊聴蛙婆罵鹿砥艮現訂′足肛艮レ要塞饉ふlく暴悪く‥・》舶載IR掛

《柊礁蛙華樽梨礪世情婁題ふ・・・柊舵迷舟藍本謝′鮮糎′旨く′壮挙第月旨霹駐臣

超琳㌣埴製喩」0磁勅軸聖霹嘲趣社歴小樽り刃喩」》舶載N掛

りe坤n題霜中臣逓ぐ吏eP′抑前哨匝呵′ぐ二足櫨鞋匪堅吏′柊舵蛙剥晦e帝舟ト

J吏0

《矧軋艮褒ニレ柊取越婆盟卜綽寮嘩轟く霹くふ0く4挙句訂霹濫堰e於か日展通分′量

＞e長＞痢■変成》掴横N掛　柊礁蛙寸一堪

りe一〇掛寒e起泡

《柊版蛙璧蚤痛献更々知己レ′辱嘩敲e《粛煎e莱更々如くe短　周囲　碑碑逓JJ三成

召》国浬∽掛

嘩煤塵ミ櫨搬出霹嘲脾虹寄Ⅲユ回購摩監嘲淋eロユ卍「爵潜濯駐卍」⊥臼㌻

貴慮慮竃『1薄霧嘲嘲漱　eⅢユ彊』甘喋事績出


